
この日本語
あなたなら、
どう伝えますか？

「可燃ごみやから、
分別して

ほかしといて」

　市内には約14,000人、外国にルーツのある人が暮らして　
います。最近は20～30代の方も多く、働くことやこどもの　
育ちに関わること等、生活習慣が異なるゆえの困りごとも。
　一方、市内で長く地域活動に関わり、あるいは働かれてきた
みなさんからは、外国にルーツのあるご近所さんや同僚と、　
どう関わればいいのか…、という戸惑いの声もききます。
　「掲示板に張り紙をしているのに、ルールを守ってくれ　　
ない！なんで伝わらないのか…」「一緒に楽しく働きたい　　
けど、どういう職場環境が望まれてるんかなぁ」
　今回はそのようなみなさんと「やさしい日本語」が求められ
ている背景を学び、さらに日本語教室で学んでいる方に、その
日本語が伝わるのか、実際に練習します！ご近所さんや同僚と
関わる「はじめの一歩」、ぜひご参加ください！

２０２５年

８  21日月 (木) 1８  30時 分～

20   30時 分

園田東生涯学習プラザ(食満5ｰ8ｰ46)

「やさしい日本語」と、
尼崎に暮らす外国籍住民のくらしを知る講座

【定員】事前申込み40人
▸電話、メールまたは右のフォームで
「名前/所属(任意)/人数/連絡先」をご連絡ください。
【お問合せ】
▸尼崎市園田地域課 　電話 06-6491-2361（平日9時～17時30分）
▸尼崎市社会福祉協議会ボランティアセンター
　電話 06-4950-8863　メール amavc@dream.ocn.ne.jp

申込みフォーム

【共催】
尼崎市社会福祉協議会、尼崎市園田地域課

ゲスト

金子 智子さん

「外国にルーツを持つ人を支援する
グループ こんぺいとう」代表
尼崎市役所に30年勤務後、外国や外
国人に関わりたい一心で、日本語教
師の資格を取得。現在は公益財団法
人尼崎緑化公園協会で働きながら、
主に園田東生涯学習プラザを拠点
に、市内に住む外国にルーツを持つ
人達に日本語を教えている。大阪市
の日本語指導員ならびに尼崎市の多
文化共生支援員にも登録し、来日ま
もない外国籍児童の支援を行う。

「関係者以外
立入禁止」


